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衆議院外務委員会ニュース 

平成 28.3.25 第 190 回国会第７号 

 

３月 25日（金）、第７回の委員会が開かれました。 

 

１ 国際情勢に関する件 

・岸田外務大臣、若宮防衛副大臣及び政府参考人に対し質疑を行いました。 

 

（質疑者及び主な質疑内容）

玉 城 デニー君（生活） 

・ベルギー・ブリュッセルにおけるテロ事件（2016.３.22）

に対する岸田外務大臣の見解について伺いたい。 

・海外でテロに遭遇した邦人への支援及び補償等に関する

現在の政府の取組について伺いたい。 

・海外からの渡航者に関する国内での情報管理体制につい

て伺いたい。 

 

武 正 公 一君（民維ク） 

・北朝鮮による核実験及び弾道ミサイル発射に関する国連

安保理決議第2270号が採択されたにもかかわらず、その

後も北朝鮮で短・中距離弾道ミサイル発射事案が相次い

でいる事態に対する岸田外務大臣の見解を伺いたい。 

・Ｇ７サミットの機会に各国首脳が被爆地広島を訪問する

ことは意義があると考えるが、外務大臣の所見を伺いた

い。 

・海洋安全保障に関するＧ７外相宣言を踏まえ、Ｇ７各国

中、アジア海賊対策地域協力協定（ＲｅＣＡＡＰ）の未

締約国である４か国に対し、我が国として同協定参加へ

の働きかけを行うべきではないか。 

 

笠 井   亮君（共産） 

・平和安全法制施行後も宿営地の共同防衛及び米軍等の武

器等防護に関してその運用を見送る理由について伺いた

い。 

・今後準備が整えば南スーダンに派遣する自衛隊に宿営地

の共同防衛の任務を付与する予定があると理解してよい

か。 

・駆け付け警護や安全確保業務に加え、宿営地の共同防衛

等の危険を伴う任務を自衛隊部隊に付与する理由を伺い

たい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 航空業務に関する日本国とカンボジア王国との間の協定の締結について承認を求めるの件（第 189 回国会条約第 13

号） 

  航空業務に関する日本国とラオス人民民主共和国との間の協定の締結について承認を求めるの件（第 189回国会条約

第 14号） 

  社会保障に関する日本国とフィリピン共和国との間の協定の締結について承認を求めるの件（条約第７号） 

・岸田外務大臣から提案理由の説明を聴取しました。 


